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 はじめに 私は，日頃から生徒が学校生活を送る上で何が大切かと考えたときに，まずは勉強がわかることだと思っている。その意味において，日々の授業の様子から数学を不得意とする生徒の中には様々な理由があることがわかってきた。基本的な計算ができないために途中の計算で終わってしまう生徒，解き方の結びつきが理解できないために力をつけることができない生徒，初めから何をしてよいのか分からず集中力に欠ける生徒などである。 これらの生徒は，数学の学習に対して半ばあきらめの気持ちがあり，新しい学習内容の知識吸収に消極的である。しかし，生徒から勉強内容の質問を受けたときに，基本的な学習内容の理解不足，学習時間の不足などの話を聞くと，大部分の生徒は，ここまで学習すればよいという基本のラインを決め，その内容を計画通り進めることによって，生徒自らが自信を持って学習を続けることができると考えられる。 そこで数学を不得意とする生徒たちを中心として，生徒が自ら興味を持って数学の学習に取り組むようになるためには，高校数学の基本がわかる詳しい補助教材の作成と活用が必要であると考えるようになった。 今回改訂された高等学校数学科学習指導要領の目標の中でも私自身が特に重要な部分と考えるのは，｢数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め」のところである。この部分をもとにしつつ主に数学を不得意とする生徒たちの授業方法を考察した結果，まず教科書の内容に沿った問題を 3 問程度用意し，その問題だけを載せた問題のプリントと問題と解説の両方を載せた解説のプリントを作成する。次に教科書の説明をしながらそれらのプリントを活用し，学習内容を生徒に理解させる。最後に授業の終わりにアンケートを行い，随時問題と解説を精選していくというものである。 本研究の目的は，このような補助教材の作成と授業での活用を通して数学を不得意とする生徒の学力向上を目指すことである。 
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1．補助教材で扱う基本問題の考え方と要点 
 
1－1 対象としたクラス 研究対象としたクラスは 1 年普通科の一般クラスであり，全体的には落ち着いた，比較的授業に集中できる学級である。アンケートの結果から数学に興味のある生徒は 3 割程度であるが，問題を解くときは自ら数学の力をつけたいという思いがあるせいか，こつこつ努力する雰囲気がある。授業中は，基本的な学習内容に取り組んでいるため，すぐに理解する者とそうでない者とに分かれるが，なるべく理解が不十分な者でも，明るく発言できるような環境の中で基礎力を定着させたいと考えている。 
 
1－2 授業の進め方 基本的に以下の①～⑥の手順で授業を進めて行くことにした。 ① 補助教材のプリント（問題プリント，解説プリント）とアンケート用紙を授業開始時に配布する。 ② 授業でポイントとなる内容を教科書で解説する。 ③ 生徒が補助教材のプリント（問題プリント）の問題を解答する。 ④ 生徒自身の解答を発表させる。 ⑤ 生徒は解説プリントを見ながら，問題の解き方を理解する。 ⑥ ②～⑤を繰り返す。 
 
2．補助教材の在り方 
 
2－1 補助教材の作り方 数学を不得意とする生徒の学力向上を目指して補助教材のプリントを次のように作成た。 ① 教科書の各単元の内容が一通りわかるような問題を教科書の練習問題から選ぶ。 ② 教科書の単元の内容がわかるように選んだ問題を数値等を変えて問題プリントに載せる。 ③ 授業時間内に終わるように問題数を考える。 ④ 解説プリントは問題の解き方がわかるように作るわけであるが，説明は長くても短くても内容が理解しにくくなるので，なるべく簡潔にまとめるように心掛ける。 
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2－2 問題プリントの内容と解説プリントの内容のポイント 以下に授業で使用した問題プリントの内容と解説プリントの内容のポイントを挙げる。実際に授業で使用した数研出版の数学Ⅰ教科書に準拠して述べる1。 
 第 1章 数と式 第 1節 式の計算 1  次の単項式の係数と次数を求めなさい。 
32
yx−  ・ yyyxxyx ×××××−=− )1(32 というふうに表すことができる。 2  次の単項式で[ ]内の文字に着目したとき，与えられた単項式の係数と次数を求めなさい。 
(1) 22ax  [x] ・ xxaax ×××= 22 2 というふうに表すことができる。 (2) 224 xya−  [xと y] ・ yyxaaxya ×××××−=− )4(4 22 というふうに表すことができる。 3  次の整式の同類項をまとめなさい。 
224643
22
−+−+− xyxxyx  ・ xyxyxy 224 −=+− という計算をすることができる。 
4  次の整式は何次式になりますか。答えなさい。 
12
234
++− xxx  ・ 4x ， 3x− ， 22x の次数を求めることができる。 5  整式 cbyxyax −−+ 232 は，yの文字に着目すると何次式になるかを答えなさい。また，そのときの定数項も答えなさい。 ・ yの文字に着目したとき， 2xy や by− が何次式になるかがわかる。 6  次の整式を，xについて降べきの順に整理しなさい。 
1232
22
+−−++ yxyxyx  ・ xについて降べきの順に整理するということは，xに着目して各項を次数が低くなる順に並べて整理することであるという意味がわかる。 7  3,123 22 −+=+−= xxBxxA とするとき，次の式を計算しなさい。 (1)  ・ 933123)3(3)123( 2222 −+++−=−+++− xxxxxxxx という計算をすることができBA 3+
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る。 
(2)  ・ 3246)3()123(2 2222 +−−+−=−+−+− xxxxxxxx という計算をすることができる。 8  次の式を計算しなさい。 
223
3)2( xyyx ×−  ・ 233223 3)2()2(3)2( xyyxyxxyyx ×−×−=×− という計算をすることができる。 9  次の式を展開しなさい。 
)43(2
22
−+ yxxy  ・ )}4(3{2)43(2 2222 −++=−+ yxxyyxxy  
xyxyyx 862
33
−+=  という計算をすることができる。 10 次の式を展開しなさい。 
)22)(13(
2
+−− xxx  ・ Axx =+− 222 のとき， AxAAxxxx −=−=+−− 3)13()22)(13( 2 という計算をすることができる。 11 次の式を展開しなさい。 (1) 2)32( +x  ・ 222 2)( bababa ++=+ に xa 2= と 3=b を代入して，計算をすることができる。 (2) 2)3( yx −  ・ 222 2)( bababa +−=− に xa = と yb 3= を代入して，計算をすることができる。 (3) )52)(52( yxyx −+  ・ 22))(( bababa −=−+ に xa 2= と yb 5= を代入して，計算をすることができる。 (4) )5)(2( yxyx −+  ・ abxbaxbxax +++=++ )())(( 2 に ya 2= と yb 5−= を代入して，計算をすることができる。 (5) )3)(32( yxyx +−  ・ bdxbcadacxdcxbax +++=++ )())(( 2 に 2=a ， yb 3−= ， 3=c ， yd = を代入して，計算をすることができる。 12 次の式を展開しなさい。 
)42)(42(
22
+−++ xxxx  ・ Ax =+ 42 のとき， 2222 )2()2)(2()42)(42( xAxAxAxxxx −=−+=+−++ という計算
BA −2
41
42 
 
をすることができる。 ・ 222 2)( bababa ++=+ に 2xa = と 4=b を代入して， 168)4( 242 ++=+ xxx という計算をすることができる。 13 次の式を展開しなさい。 
2
)32( zyx +−  ・ cabcabcbacba 222)( 2222 +++++=++ という式が成り立つことを理解する。 ・ cabcabcbacba 222)( 2222 +++++=++ に xa 2= ， yb −= ， zc 3= を代入して，計算をすることができる。 14 次の式を展開しなさい。 (1) 22 )2()2( yxyx −+  ・ Ayx =+2 ， Byx =−2 のとき， 222222 )}2)(2{()()2()2( yxyxABBAyxyx −+===−+という計算をすることができる。 ・ 222 2)( bababa +−=− に 24xa = と 2yb = を代入して， 4224222 816)4( yyxxyx +−=−という計算をすることができる。 (2) )2)(2)(4( 2 −++ xxx  ・ )4)(4()2)(2)(4( 222 −+=−++ xxxxx という計算をすることができる。 ・ 22))(( bababa −=−+ に 2xa = と 4=b を代入して， 16)4)(4( 422 −=−+ xxx という計算をすることができる。 15 次の式を因数分解しなさい。 
22
1218 xyyx −  ・ yyxyxxxyyx ××××××−×××××=− 3223321218 22 というふうに表すことができる。 16 次の式を因数分解しなさい。 
yabxba )3()3( −+−  ・ ybaxbayabxba )3()3()3()3( −−−=−+− という変形ができる。 
17 次の式を因数分解しなさい。 
(1) 962 ++ xx  ・ 222 )(2 bababa +=++ に xa = と 3=b を代入して，計算をすることができる。 (2) 22 25204 yxyx +−  ・ 222 )(2 bababa −=+− に xa 2= と yb 5= を代入して，計算をすることができる。 (3) 22 4916 yx −  
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・ ))((22 bababa −+=− に xa 4= と yb 7= を代入して，計算をすることができる。 
(4) 432 −+ xx  ・ ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ に 4=a と 1−=b を代入して，計算をすることができる。 (5) 22 127 yxyx +−  ・ ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ に ya 3−= と yb 4−= を代入して，計算をすることができる。 
(6) 5136 2 −+ xx  ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 6=ac ， 5−=bd ，
13=+ bcad を満たす a，b，c，dを求めることができる。 (7) 22 15112 yxyx +−  ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 2=ac ，
2
15ybd = ， ybcad 11−=+ ，を満たす a，b，c，dを求めることができる。 18 次の式を因数分解しなさい。 (1) 12)(4)( 2 −+−+ yxyx  ・ Ayx =+ のとき， )6)(2(12412)(4)( 22 −+=−−=−+−+ AAAAyxyx という計算をすることができる。 (2) 2)(5)(3 2 −−−− yxyx  ・ Ayx =− のとき， )13)(2(2532)(5)(3 22 −+=−−=−−−− AAAAyxyx という計算をすることができる。 
(3) 36)5( 2 −+x  ・ Ax =+ 5 のとき， )6)(6(3636)5( 22 −+=−=−+ AAAx という計算をすることができる。 19 次の式を因数分解しなさい。 
(1) 224 −+ xx  ・ Ax =2 のとき， 22 224 −+=−+ AAxx という計算をすることができる。 ・ )1)(1)(2()1)(2( 222 −++=−+ xxxxx という計算をすることができる。 (2) 164 −x  ・ Ax =2 のとき， )4)(4(1616 24 −+=−=− AAAx という計算をすることができる。 ・ )2)(2)(4()4)(4( 222 −++=−+ xxxxx という計算をすることができる。 20 次の式を因数分解しなさい。 
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62
2
−−++ yxxyx  ・ 6262 22 −++−=−−++ xxyxyyxxyx  
)3)(2()2( +−+−= xxyx  という計算をすることができる。 21 次の式を因数分解しなさい。 (1) 311465 22 +−−++ yxyxyx  ・ 311465 22 +−−++ yxyxyx  
3116)45(
22
+−+−+= yyxyx  
)13)(32()45(
2
−−+−+= yyxyx という計算をすることができる。 ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， ,1=ac
45),13)(32( −=+−−= ybcadyybd を満たす a，b，c，dを求めることができる。 
(2) 235253 22 −++++ yxyxyx  ・ 235253 22 −++++ yxyxyx  
232)1(53
22
−++++= yyxyx  
)12)(2()1(53
2
−++++= yyxyx という計算をすることができる。 ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 3=ac ，
)12)(2( −+= yybd ， )1(5 +=+ ybcad ，を満たす a，b，c，dを求めることができる。 
 第 1章 数と式 第 2節 実数 1  次の分数を循環小数で表しなさい。 
(1) 
7
1  
・ .. 742851.0...751428571428.0
7
1
== という計算をすることができる。 
(2) 
6
1  
・ .61.0...1666.0
6
1
== という計算をすることができる。 
2下の表は数の範囲と四則計算についてまとめたものであるが，与えられた数の範囲の中で計算が常にできる場合は○，そうでない場合は×を入れなさい。また，×の場合は，×になる計算の例を 1つあげなさい。  
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2
−−+−+= yyxyx という計算をすることができる。 ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， ,1=ac
45),13)(32( −=+−−= ybcadyybd を満たす a，b，c，dを求めることができる。 
(2) 235253 22 −++++ yxyxyx  ・ 235253 22 −++++ yxyxyx  
232)1(53
22
−++++= yyxyx  
)12)(2()1(53
2
−++++= yyxyx という計算をすることができる。 ・ ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 3=ac ，
)12)(2( −+= yybd ， )1(5 +=+ ybcad ，を満たす a，b，c，dを求めることができる。 
 第 1章 数と式 第 2節 実数 1  次の分数を循環小数で表しなさい。 
(1) 
7
1  
・ .. 742851.0...751428571428.0
7
1
== という計算をすることができる。 
(2) 
6
1  
・ .61.0...1666.0
6
1
== という計算をすることができる。 
2下の表は数の範囲と四則計算についてまとめたものであるが，与えられた数の範囲の中で計算が常にできる場合は○，そうでない場合は×を入れなさい。また，×の場合は，×になる計算の例を 1つあげなさい。  
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数の範囲 加法 減法 乗法 除法 
自然数     整数     有理数     実数     ・ 自然数，整数，有理数，実数がどういう数か具体的にわかる。 3  次の値を求めなさい。 (1) 2  ・ 0a のとき aa = ということが理解できる。 (2) 3−  ・ 0<a のとき aa −= ということが理解できる。 
(3) 31 −  ・ 0<a のとき aa −= ということが理解できる。 
4  次の実数に対応する点を下の数直線上に書きなさい。 
(1) 
2
3
 
 O  －3 －2 －1 0 1 2 3 ・ 
2
3を計算して数直線上に図示できる。 
(2) 5  ・ 数直線から順に 2 ， 3 ， 4 ， 5 ，と図示できる。 
5  次の問いに答えなさい。 
(1) 5の平方根を求めなさい。 ・ x²＝5を満たす xを求める。 (2) 36 の値を求めなさい。 ・ 6636 2 == という計算をすることができる。 (3) 36− の値を求めなさい。 ・ 6636 2 −=−=− という計算をすることができる。 6  次の式を計算しなさい。 (1) 72  
≧ 
45
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・ 7272 ×=× という計算をすることができる。 
(2) 
2
6
 
・ 
2
6
2
6
= という計算をすることができる。 
(3) 
3
27
 
・ 
3
27
3
27
= という計算をすることができる。 
7  次の式を a の形にしなさい。 (1) 72  ・ 727272 22 ×=×=× という計算をすることができる。 
(2) 
2
7
 
・ 
4
7
2
7
2
7
2
== という計算をすることができる。 
8  次の式を ak の形にしなさい。 
24  ・ 646424 ×=×= という計算をすることができる。 
9  次の式を計算をしなさい。 (1) 37527 −−  ・ 3532575,333927 =×==×=  という計算をすることができる。 (2) )4832()5012( −−+  ・ ,2522550,323412 =×==×=  
,3431648,2421632 =×==×=  という計算をすることができる。 10 次の式を計算しなさい。 (1) )3325)(3223( −+  ・ 692533,302523 =×=× ， 183332,6102533 =×=×  という計算をすることができる。 
(2) 2)223( +  ・ 222 2)( bababa ++=+ に 3=a と 22=b  を代入して計算をすることができる。 
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・ 7272 ×=× という計算をすることができる。 
(2) 
2
6
 
・ 
2
6
2
6
= という計算をすることができる。 
(3) 
3
27
 
・ 
3
27
3
27
= という計算をすることができる。 
7  次の式を a の形にしなさい。 (1) 72  ・ 727272 22 ×=×=× という計算をすることができる。 
(2) 
2
7
 
・ 
4
7
2
7
2
7
2
== という計算をすることができる。 
8  次の式を ak の形にしなさい。 
24  ・ 646424 ×=×= という計算をすることができる。 
9  次の式を計算をしなさい。 (1) 37527 −−  ・ 3532575,333927 =×==×=  という計算をすることができる。 (2) )4832()5012( −−+  ・ ,2522550,323412 =×==×=  
,3431648,2421632 =×==×=  という計算をすることができる。 10 次の式を計算しなさい。 (1) )3325)(3223( −+  ・ 692533,302523 =×=× ， 183332,6102533 =×=×  という計算をすることができる。 
(2) 2)223( +  ・ 222 2)( bababa ++=+ に 3=a と 22=b  を代入して計算をすることができる。 
47 
 
(3) )27)(27( −+  ・ 22))(( bababa −=−+ に 7=a と 2=b を代入して計算をすることができる。 11 次の式の分母を有理化しなさい。 
(1) 
3
9
 
・ 
33
39
3
9
×
×
= という計算をすることができる。 
(2) 
23
1
 
・ 
223
21
23
1
×
×
= という計算をすることができる。 
(3) 
35
1
+
 
・ 
)35)(35(
)35(1
35
1
−+
−×
=
+
という計算をすることができる。 
(4) 
54
1
−
 
・ 
)54)(54(
)54(1
54
1
+−
+×
=
−
という計算をすることができる。 
(5) 
26
26
−
+
 
・ 
)26)(26(
)26)(26(
26
26
+−
++
=
−
+ という計算をすることができる。 
・ 32
4
)32(4
4
348
+=
+
=
+ という計算をすることができる。 
 第 1章 数と式 第 3節 1次不等式 1 次の 1次方程式を解きなさい。 (1) 3.325.18.0 +=− xxx  ・ 両辺を 10倍して， 332158 +=− xxx という式を出すことができる。 
(2) 2
6
1
3
5
2
3
−=− xx  
・ 両辺を 6倍して， 12109 −=− xxx という式を出すことができる。 
2 次のことを不等式で表しなさい。 
(1) ある数 xの 3倍から 4を引いた数は 7以下である。 ・ ＜，＞，≦，≧の意味を理解する。 
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(2) 2数 a，bの和は正で，かつ 6より小さい。 ・ 60 <+< ba の意味を理解する。 3 次の(  )に適する不等号＞または＜を入れなさい。 (1) 6,3 == ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
3a（  ）3b，
3
a（  ）
3
b， a3− （  ） b3− ， 
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 6,3 == ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
(2) 3,6 =−= ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
3a（  ）3b，
3
a （  ）
3
b， a3− （  ） b3− ，
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 3,6 =−= ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
(3) 3,6 −=−= ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
a（  ）3b，
3
a （  ）
3
b， a3− （  ） b3− ，
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 3,6 −=−= ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
4  次の(  )に適する不等号＞または＜を入れなさい。 
(1) a>3 ならば 0（  ） 3−a ， a−3 （  ）0 ・ a>3 の両辺から 3を引いて 30 −> a となることを理解する。 (2) 1<a ならば a3− （  ） 3− ，3a（  ）3 ・ 1<a の両辺を 3− 倍すると 33 −>− a となることを理解する。 (3) 123 <− a ならば a− （  ）4，a（  ） 4−  ・ 123 <− a の両辺を 3− で割ると 4−>a となることを理解する。 5 次の 1次不等式を解きなさい。 (1) 72)35(4 +>− xx  ・ 721220 +>− xx という式を出すことができる。 (2) 5.53169.0 −<− xxx  ・ 両辺を 10倍して， 55301609 −<− xx という式を出すことができる。 
(3) 
5
2
2
1
−x  
2
5
4
3
−x  
・ 両辺を 20倍して， 810 −x ≧ 5015 −x という式を出すことができる。 
6 次の連立不等式を解きなさい。 
≧ 
48
48 
 
(2) 2数 a，bの和は正で，かつ 6より小さい。 ・ 60 <+< ba の意味を理解する。 3 次の(  )に適する不等号＞または＜を入れなさい。 (1) 6,3 == ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
3a（  ）3b，
3
a（  ）
3
b， a3− （  ） b3− ， 
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 6,3 == ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
(2) 3,6 =−= ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
3a（  ）3b，
3
a （  ）
3
b， a3− （  ） b3− ，
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 3,6 =−= ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
(3) 3,6 −=−= ba のとき， ba < が成り立ち，この a，bに対して， 
a（  ）3b，
3
a （  ）
3
b， a3− （  ） b3− ，
3−
a （  ）
3−
b が成り立つ。 
・ 3,6 −=−= ba のとき， ba 33 −>− や
33 −
>
−
ba が成り立つことを理解する。 
4  次の(  )に適する不等号＞または＜を入れなさい。 
(1) a>3 ならば 0（  ） 3−a ， a−3 （  ）0 ・ a>3 の両辺から 3を引いて 30 −> a となることを理解する。 (2) 1<a ならば a3− （  ） 3− ，3a（  ）3 ・ 1<a の両辺を 3− 倍すると 33 −>− a となることを理解する。 (3) 123 <− a ならば a− （  ）4，a（  ） 4−  ・ 123 <− a の両辺を 3− で割ると 4−>a となることを理解する。 5 次の 1次不等式を解きなさい。 (1) 72)35(4 +>− xx  ・ 721220 +>− xx という式を出すことができる。 (2) 5.53169.0 −<− xxx  ・ 両辺を 10倍して， 55301609 −<− xx という式を出すことができる。 
(3) 
5
2
2
1
−x  
2
5
4
3
−x  
・ 両辺を 20倍して， 810 −x ≧ 5015 −x という式を出すことができる。 
6 次の連立不等式を解きなさい。 
≧ 
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(1) 



+−
−>+
)95(364
)53(695
xx
xx
 
・ )53(695 −>+ xx の解と 64 −x  )95(3 +x の解の共通範囲を求めることができる。 (2) xx 42136 −<<  ・ x36 < の解と xx 4213 −< の解の共通範囲を求めることができる。 (3) 543 +− x  17 ・ 1248 x− の各辺を 4で割って，xの値の範囲を求めることができる。 
7 次の不等式を満たす最小の自然数 nを求めなさい。 
nn 44)30(351400 <−−  
・ nn 44)30(351400 <−− を計算して，
9
350
>n という式まで変形することができる。 
8 次の不等式を満たす最大の自然数 nを求めなさい。 
nn
3
2
)7(
6
1
8 −−  
・ nn
3
2
)7(
6
1
8 −− の両辺を 6倍して，
3
41
n という式まで変形することができる。 
9  1個 150円の菓子と 1個 60円の菓子を合わせて 40個買い，200円の箱に詰めてもらいます。菓子代と箱代の合計金額を 5000円以下にするとき，1個 150円の菓子は最大で何個買えますか。 ・ 1個 150円の菓子を x個買うことにするとき， 5000200)40(60150 +−+ xx という式を作ることができる。 10 次の方程式，不等式を解きなさい。 (1) 4=x  ・ 4=x は数直線上で，0から xまでの距離が 4であるということの意味を理解する。 (2) 43 =+x  ・ 43 =+x は数直線上で，0から 3+x までの距離が 4であるということの意味を理解する。 (3) 3<x  ・ 3<x は数直線上で，0から xまでの距離が 3より小さいということの意味を理解する。 (4) 65 <−x  ・ 65 <−x は数直線上で，0 から 5−x までの距離が 6 より小さいということの意味を理解する。 
≦ 
≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ 
≧ 
≧ ≦ 
49
50 
 
(5) 6>x  ・ 6>x は数直線上で，0から xまでの距離が 6より大きいということの意味を理解する。 (6) 62 >+x  ・ 62 >+x は数直線上で，0から 2+x までの距離が 6より大きいということの意味を理解する。 11 次の方程式を解きなさい。 
45 =−x  ・ 05−x のとき 55 −=− xx となり， 05 <−x のとき )5(5 −−=− xx となるという計算をすることができる。 12 次の不等式を解きなさい。 (1) 15+x  ・ 05+x のとき 55 +=+ xx となり， 05 <+x のとき )5(5 +−=+ xx となるという計算をすることができる。 (2) 26 <−x  ・ 06−x のとき 66 −=− xx となり， 06 <−x のとき )6(6 −−=− xx となるという計算をすることができる。  第 1章 数と式 第 4節 集合と命題 1  正の偶数全体の集合を Aとするとき，次の（  ）に適する記号∈または∉を入れなさい。 
(1) 2（  ）A ・ ∈と∉の意味を理解する。 
(2) 2− （  ）A ・ ∈と∉の意味を理解する。 2 次の集合を，要素を書きならべて表しなさい。 
(1) 6の正の約数全体の集合 A ・ 6の正の約数を求めることができる。 (2) 8の正の約数全体の集合 B ・ 8の正の約数を求めることができる。 
≧ 
≧ 
≧ 
≧ 
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(5) 6>x  ・ 6>x は数直線上で，0から xまでの距離が 6より大きいということの意味を理解する。 (6) 62 >+x  ・ 62 >+x は数直線上で，0から 2+x までの距離が 6より大きいということの意味を理解する。 11 次の方程式を解きなさい。 
45 =−x  ・ 05−x のとき 55 −=− xx となり， 05 <−x のとき )5(5 −−=− xx となるという計算をすることができる。 12 次の不等式を解きなさい。 (1) 15+x  ・ 05+x のとき 55 +=+ xx となり， 05 <+x のとき )5(5 +−=+ xx となるという計算をすることができる。 (2) 26 <−x  ・ 06−x のとき 66 −=− xx となり， 06 <−x のとき )6(6 −−=− xx となるという計算をすることができる。  第 1章 数と式 第 4節 集合と命題 1  正の偶数全体の集合を Aとするとき，次の（  ）に適する記号∈または∉を入れなさい。 
(1) 2（  ）A ・ ∈と∉の意味を理解する。 
(2) 2− （  ）A ・ ∈と∉の意味を理解する。 2 次の集合を，要素を書きならべて表しなさい。 
(1) 6の正の約数全体の集合 A ・ 6の正の約数を求めることができる。 (2) 8の正の約数全体の集合 B ・ 8の正の約数を求めることができる。 
≧ 
≧ 
≧ 
≧ 
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3 次の集合を，要素を書きならべて表しなさい。 
(1) =A {x|xは 10以下の正の偶数} ・ {x|xは 10以下の正の偶数}は xが 10以下の正の偶数であるような xの集まりであるということを理解する。 
(2) =A {3n|nは 5以下の自然数} ・ {3n|nは 5以下の自然数}は nが 5以下の自然数であるような 3nの集まりであるということを理解する。 4 次の 2つの集合の関係を，⊃，＝，⊂を使って表しなさい。 
(1) =A {1，2，3}，B＝{1，2，3，4，5} ・ Aの要素がすべて Bの要素であるとき A⊂Bと書くということを理解する。 (2) =A {1，2，4，8，16}，16の正の約数全体の集合 B ・ 16の正の約数を求めることができる。 (3) =A {x|xは 18以下の自然数}，B＝{x|xは 18の正の約数} ・ {x|xは 18以下の自然数}や{x|xは 18の正の約数}を要素を書きならべて表す方法で書くことができる。 5 次の集合の部分集合をすべて求めなさい。 {1，2，3} ・ 求める集合の中で，{ }をつけなければならない集合に{ }をつけることができる。 ・ 空集合φを答えの中に書くことができる。 
6  =A {1，2，3，4，5，6，7，8}， =B {1，3，5，7，9}のとき，次の集合を求めなさい。 
(1) A⋂B ・ A⋂Bの意味を理解する。 (2) A⋃B ・ A⋃Bの意味を理解する。 7 =A {1，3，5，7，9，11}， =B {2，4，6}のとき，次の集合を求めなさい。 (1) A⋂B ・ 答えとして空集合φを書くことができる。 
(2) A⋃B ・ A⋃Bの意味を理解する。 
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8  =A {x| 31 x ，xは実数}， =B {x| 52 << x ，xは実数}のとき，次の集合を求めなさい。 
(1) A⋂B ・ {x| 31 x ，xは実数}と{x| 52 << x ，xは実数}を数直線上に図示できる。 
(2) A⋃B ・ 数直線上に図示された A⋃B から，答えを{x| 51 <x ，x は実数}と書くことができる。 
9  U＝{1，2，3，4，5，6，7}， =A {1，2，3，4}， =B {3，4，7}のとき，次の集合を求めなさい。 
(1) A¯ ・ A¯の意味を理解する。 (2) A⋃B¯¯¯¯ ・ A⋃B¯¯¯¯の意味を理解する。 (3) A¯⋂ B¯ ・ A¯⋂B¯の意味を理解する。 (4) A¯⋃B ・ A¯⋃Bの意味を理解する。 (5) A¯⋃ B¯ ・ A¯⋃ B¯の意味を理解する。 (6) A⋂B¯¯¯¯ ・ A⋂B¯¯¯¯の意味を理解する。 10 次の命題の真偽を述べなさい。 (1) 数 4− について 0)4( 2 <− である。 ・ 0)4( 2 <− の意味がわかる。 
(2) 正方形は長方形である。 ・ 正方形は長方形の中の 1つであるということを理解する。 11 次の 2つの条件 p，qについて，命題 qp⇒ の真偽を，集合を用いて調べなさい。実数 xに関する 2つの条件 5: >xp ， 3: >xq  ・ 5>x や 3>x を数直線上に図示することができる。 ・ 命題 qp⇒ が真であるためにはどういう図が書ければよいかということがわかる。 
12 nを自然数とするとき，次の命題が偽であることを示しなさい。 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ 
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8  =A {x| 31 x ，xは実数}， =B {x| 52 << x ，xは実数}のとき，次の集合を求めなさい。 
(1) A⋂B ・ {x| 31 x ，xは実数}と{x| 52 << x ，xは実数}を数直線上に図示できる。 
(2) A⋃B ・ 数直線上に図示された A⋃B から，答えを{x| 51 <x ，x は実数}と書くことができる。 
9  U＝{1，2，3，4，5，6，7}， =A {1，2，3，4}， =B {3，4，7}のとき，次の集合を求めなさい。 
(1) A¯ ・ A¯の意味を理解する。 (2) A⋃B¯¯¯¯ ・ A⋃B¯¯¯¯の意味を理解する。 (3) A¯⋂ B¯ ・ A¯⋂B¯の意味を理解する。 (4) A¯⋃B ・ A¯⋃Bの意味を理解する。 (5) A¯⋃ B¯ ・ A¯⋃ B¯の意味を理解する。 (6) A⋂B¯¯¯¯ ・ A⋂B¯¯¯¯の意味を理解する。 10 次の命題の真偽を述べなさい。 (1) 数 4− について 0)4( 2 <− である。 ・ 0)4( 2 <− の意味がわかる。 
(2) 正方形は長方形である。 ・ 正方形は長方形の中の 1つであるということを理解する。 11 次の 2つの条件 p，qについて，命題 qp⇒ の真偽を，集合を用いて調べなさい。実数 xに関する 2つの条件 5: >xp ， 3: >xq  ・ 5>x や 3>x を数直線上に図示することができる。 ・ 命題 qp⇒ が真であるためにはどういう図が書ければよいかということがわかる。 
12 nを自然数とするとき，次の命題が偽であることを示しなさい。 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ 
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nが 16の正の約数ならば，nは 12の正の約数である。 ・ 16の正の約数や，12の正の約数を求めることができる。 13 a，bを実数とするとき，次の(   )に必要，十分のうち適する言葉を入れなさい。 (1) 0x は， 0<x であるための(   )条件である。 ・ 0x ならば 0<x は成り立たないということがわかる。 (2) yx −= は， 0)( =+ zyx であるための(   )条件である。 ・ 0)( =+ zyx を満たすが， yx −= を満たさない例を見つけることができる。 14 x，y，zを実数とするとき，次の条件と条件 yx −= が同値かどうか調べなさい。 (1) 22 yx =  ・ 22 yx = ならば yx −= は成り立たないということがわかる。 (2) 0)( 2 =+ yx  ・ 0)( 2 =+ yx より 0=+ yx であるから， yx −= が成り立つということを理解する。 15 nを自然数とするとき，次の条件の否定を述べなさい。 (1) nは奇数である。 ・ 条件の否定の意味が理解できる。 
(2) nは 10以上である。 ・ 10以上でないという意味が理解できる。 16 x，yを実数とするとき，次の条件の否定を述べなさい。 (1) 2x かつ 2y  ・ 2x の否定や 2y の否定を求めることができる。 ・ A⋂B¯¯¯¯ = A¯⋃B¯の意味を理解する。 (2) 2<x または 2<y  ・ 2<x の否定や 2<y の否定を求めることができる。 ・ A⋃B¯¯¯¯ = A¯⋂ B¯の意味を理解する。 17 x，yを実数とするとき，次の条件の否定を述べなさい。 
x，yの少なくとも一方は無理数である。 ・ x，yの少なくとも一方というところの意味を理解する。 18 x，yを実数とするとき，次の命題の逆を述べ，その真偽を調べなさい。 
21 =+⇒== yxyx  ・ 12 ==⇒=+ yxyx という命題は偽であるということを理解する。 
19  m，nを自然数とするとき，次の命題の対偶を述べ，その真偽を調べなさい。 
≦ 
≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
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(1) nは 10の倍数⇒nは 5の倍数 ・ 命題の対偶の作り方がわかる。 ・ 与えられた命題が真であれば，その対偶も真であるということを理解する。 
(2) m，nの少なくとも一方は奇数⇒ nm+ は奇数 ・ nm+ は偶数⇒m，nはともに偶数という命題は偽であるということを理解する。 20 nを整数とするとき，対偶を利用して，次の命題を証明しなさい。 
1
2
+n が奇数ならば，nは偶数である。 ・ 12 +n が奇数ならば nは偶数であるという命題の対偶は，nが奇数ならば n²＋1は偶数であるという命題になることを理解する。 21 7 が無理数であることを用いて，次の命題を証明しなさい。 
756 + は無理数である。 ・ 756 + は無理数であるという命題が成り立たないとすると 756 + は有理数であるということになることを理解する。  第 2章 2次関数 第 1節 2次関数とグラフ 1  周囲の長さが 30cmの長方形があり，この長方形の横の長さを xcmとし，面積を 2cmyとするとき，yを xの式で表しなさい。 ・ 0>x かつ 015 >− x に気付くことができる。 ・ xxy 152 +−= という式を出すことができる。 2 2次関数 23)( 2 +−= xxxf において，次の値を求めなさい。 (1) )2(f  ・ 2232)2( 2 +×−=f という計算をすることができる。 (2) )3(−f  ・ 2)3(3)3()3( 2 +−×−−=−f という計算をすることができる。 (3) )1( −af  ・ 2)1(3)1()1( 2 +−×−−=− aaaf という計算をすることができる。 3  1次関数 BAxxf +=)( において 7)3(,3)2( −==− ff が成り立つとき，定数 A，Bの値を求めなさい。 ・ BAxxf +=)( で 7)3(,3)2( −==− ff のとき， 32 =+− BA ， 73 −=+ BA という式を出すことができる。 
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(1) nは 10の倍数⇒nは 5の倍数 ・ 命題の対偶の作り方がわかる。 ・ 与えられた命題が真であれば，その対偶も真であるということを理解する。 
(2) m，nの少なくとも一方は奇数⇒ nm+ は奇数 ・ nm+ は偶数⇒m，nはともに偶数という命題は偽であるということを理解する。 20 nを整数とするとき，対偶を利用して，次の命題を証明しなさい。 
1
2
+n が奇数ならば，nは偶数である。 ・ 12 +n が奇数ならば nは偶数であるという命題の対偶は，nが奇数ならば n²＋1は偶数であるという命題になることを理解する。 21 7 が無理数であることを用いて，次の命題を証明しなさい。 
756 + は無理数である。 ・ 756 + は無理数であるという命題が成り立たないとすると 756 + は有理数であるということになることを理解する。  第 2章 2次関数 第 1節 2次関数とグラフ 1  周囲の長さが 30cmの長方形があり，この長方形の横の長さを xcmとし，面積を 2cmyとするとき，yを xの式で表しなさい。 ・ 0>x かつ 015 >− x に気付くことができる。 ・ xxy 152 +−= という式を出すことができる。 2 2次関数 23)( 2 +−= xxxf において，次の値を求めなさい。 (1) )2(f  ・ 2232)2( 2 +×−=f という計算をすることができる。 (2) )3(−f  ・ 2)3(3)3()3( 2 +−×−−=−f という計算をすることができる。 (3) )1( −af  ・ 2)1(3)1()1( 2 +−×−−=− aaaf という計算をすることができる。 3  1次関数 BAxxf +=)( において 7)3(,3)2( −==− ff が成り立つとき，定数 A，Bの値を求めなさい。 ・ BAxxf +=)( で 7)3(,3)2( −==− ff のとき， 32 =+− BA ， 73 −=+ BA という式を出すことができる。 
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・ 32 =+− BA ， 73 −=+ BA という連立方程式を解くことができる。 4 関数 63 +−= xy (3   x   5)について，次の問いに答えなさい。 
(1) 関数のグラフを書きなさい。 ・ 63 +−= xy のグラフと x軸，y軸との交点を求めて 63 +−= xy のグラフを書くことができる。 
(2) 関数の値域を求めなさい。 ・ yの値の範囲を求めるという値域の意味を理解することができる。 (3) 関数の最大値，最小値を求めなさい。 ・ 与えられた関数の最大値や最小値として y座標の値を答えることができる。 5  次の 2 次関数のグラフを書きなさい。また，その放物線は上に凸，下に凸のどちらになるか答えなさい。 (1) 22xy =  ・ 22xy = における x，yの値の対応表を作成することができる。 
(2) 2
2
1
xy −=  
・ 2
2
1
xy −= における x，yの値の対応表を作成することができる。 
6 次の 2次関数のグラフを書きなさい。また，その頂点を求めなさい。 (1) 52 2 += xy  ・ 22xy = と 52 2 += xy における x，yの値の対応表を作成することができる。 ・ 52 2 += xy のグラフは 22xy = のグラフを y 軸方向に 5だけ平行移動したものであるということを理解する。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 (2) 52 2 −= xy  ・ 22xy = と 52 2 −= xy における x，yの値の対応表を作成することができる。 ・ 52 2 −= xy のグラフは 22xy = のグラフを y軸方向に 5− だけ平行移動したも のであるということを理解する。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 7 次の 2次関数のグラフを書きなさい。また，その頂点と軸を求めなさい。 (1) 2)4(2 −= xy  ・ 22xy = と 2)4(2 −= xy における x，yの値の対応表を作成することができる。 ・ 2)4(2 −= xy のグラフは 22xy = のグラフを x軸方向に 4だけ平行移動したものであ
≦ ≦ 
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るということを理解する。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 (2) 2)4(2 += xy  ・ 22xy = と 2)4(2 += xy における x，yの値の対応表を作成することができる。 ・ 2)4(2 += xy のグラフは 22xy = のグラフを x軸方向に 4− だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 8 次の 2次関数のグラフを書きなさい。また，その頂点と軸を求めなさい。 (1) 3)1(2 2 −−= xy  ・ 3)1(2 2 −−= xy のグラフは 22xy = のグラフを x軸方向に 1，y軸方向に－3だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 (2) 3)1(2 2 +−−= xy  ・ 3)1(2 2 +−−= xy のグラフは 22xy −= のグラフを x軸方向に 1，y軸方向に 3だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 9  2 次関数 23xy = のグラフを次のように平行移動するとき，移動後の関数の式を求めなさい。 
(1) x軸方向に 2，y軸方向に 1だけ平行移動 ・ 2次関数 qpxay +−= 2)( のグラフは 2次関数 2xay = のグラフを x軸方向に p，y軸方向に qだけ平行移動したものであるということを理解できる。 (2) x軸方向に 2− ，y軸方向に 1− だけ平行移動 ・ 2次関数 qpxay +−= 2)( のグラフは 2次関数 2xay = のグラフを x軸方向に p，y軸方向に qだけ平行移動したものであるということを理解できる。 10 次の 2次式を平方完成しなさい。 (1) 362 −+ xx  
・ 222
22






−





+=+
AA
xAxx を理解する。 
・ 3
2
6
2
6
36
22
2
−





−





+=−+ xxx という計算をすることができる。 
(2) 352 +− xx  
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るということを理解する。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 (2) 2)4(2 += xy  ・ 22xy = と 2)4(2 += xy における x，yの値の対応表を作成することができる。 ・ 2)4(2 += xy のグラフは 22xy = のグラフを x軸方向に 4− だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 8 次の 2次関数のグラフを書きなさい。また，その頂点と軸を求めなさい。 (1) 3)1(2 2 −−= xy  ・ 3)1(2 2 −−= xy のグラフは 22xy = のグラフを x軸方向に 1，y軸方向に－3だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 (2) 3)1(2 2 +−−= xy  ・ 3)1(2 2 +−−= xy のグラフは 22xy −= のグラフを x軸方向に 1，y軸方向に 3だけ平行移動したものであるということを理解できる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点や軸を求めることができる。 9  2 次関数 23xy = のグラフを次のように平行移動するとき，移動後の関数の式を求めなさい。 
(1) x軸方向に 2，y軸方向に 1だけ平行移動 ・ 2次関数 qpxay +−= 2)( のグラフは 2次関数 2xay = のグラフを x軸方向に p，y軸方向に qだけ平行移動したものであるということを理解できる。 (2) x軸方向に 2− ，y軸方向に 1− だけ平行移動 ・ 2次関数 qpxay +−= 2)( のグラフは 2次関数 2xay = のグラフを x軸方向に p，y軸方向に qだけ平行移動したものであるということを理解できる。 10 次の 2次式を平方完成しなさい。 (1) 362 −+ xx  
・ 222
22






−





+=+
AA
xAxx を理解する。 
・ 3
2
6
2
6
36
22
2
−





−





+=−+ xxx という計算をすることができる。 
(2) 352 +− xx  
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・ 222
22






−





−=−
AA
xAxx を理解する。 
・ 
4
13
2
5
3
2
5
2
5
222
−





−=+





−





− xx という計算をすることができる。 
(3) 582 2 −+ xx  
・ 222
22






−





+=+
AA
xAxx を理解する。 
・ =−+=−+ 5)4(2582 22 xxxxx 5
2
4
2
4
2
22
−












−





+x という計算をすることが
できる。 (4) 762 2 −+− xx  
・ 222
22






−





−=−
AA
xAxx を理解する。 
・ 
2
5
2
3
27
2
3
2
3
2
222
−





−=−












−





−− xx という計算をすることができる。 
11 次の 2次関数のグラフを書きなさい。また，その頂点と軸を求めなさい。 (1) 482 +−= xxy  ・ 12)4(48 22 −−=+− xxx という計算をすることができる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点と軸を求めることができる。 (2) 582 2 −−−= xy  ・ 3)2(2582 22 ++−=−−− xx という計算をすることができる。 ・ 与えられた 2次関数のグラフの頂点と軸を求めることができる。 12 放物線 542 2 ++= xxy を平行移動して放物線 782 2 +−= xxy に重ねるためには，どのように平行移動すればよいか。答えを書きなさい。 ・ 3)1(2542 22 ++=++ xxx という計算をすることができる。 ・ 1)2(2782 22 −−=+− xxx という計算をすることができる。 ・ 点 )3,1(− をどのように移動すれば点 )1,2( − になるかがわかる。 13 2 次関数 xxy 22 −= のグラフを x 軸方向に 3，y 軸方向に 5 だけ平行移動したとき，移動後の放物線の方程式を求めなさい。 ・ 2次関数 xxy 22 −= のグラフ上の点 ),( YX が平行移動によって，ある放物線上の点（x，y）に移ったとすると， XXY 22 −= ， 3+= Xx ， 5+= Yy という関係式が成
57
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り立つということを理解できる。 
 第 2章 2次関数 第 2節 2次関数の値の変化 14 次の 2次関数に最大値，最小値があれば求めなさい。 (1) 3)1(2 2 −+= xy  ・ 3)1(2 2 −+= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最小値を求めることができる。 (2) 2)1(2 2 +−−= xy  ・ 2)1(2 2 +−−= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最大値を求めることができる。 (3) 542 −+−= xxy  ・ 1)2(54 22 −−−=−+−= xxxy という計算をすることができる。 ・ 1)2( 2 −−−= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最大値を求めることができる。 (4) xxy 32 2 −=  
・ 
8
9
4
3
232
2
2
−





−=−−= xxxy という計算をすることができる。 
・ 
8
9
4
3
2
2
−





−= xy のグラフを書くことができる。 
・ 与えられた関数の最小値を求めることができる。 15 次の関数の値域と最大値，最小値を求めなさい。 (1) 22xy = (1  x  2) ・ 1  x  2であるときの 22xy = のグラフを書くことができる。 (2) 22xy −= )21( x−  ・ 21 x− であるときの 22xy −= のグラフを書くことができる。 16 次の関数の最大値，最小値を求めなさい。 (1) 342 +−−= xxy  )01( x−  ・ 7)2(34 22 ++−=+−−= xxxy という計算をすることができる。 ・ 01 x− であるときの 7)2( 2 ++−= xy のグラフを書くことができる。 (2) xxy 42 2 += )12( x−  
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
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り立つということを理解できる。 
 第 2章 2次関数 第 2節 2次関数の値の変化 14 次の 2次関数に最大値，最小値があれば求めなさい。 (1) 3)1(2 2 −+= xy  ・ 3)1(2 2 −+= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最小値を求めることができる。 (2) 2)1(2 2 +−−= xy  ・ 2)1(2 2 +−−= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最大値を求めることができる。 (3) 542 −+−= xxy  ・ 1)2(54 22 −−−=−+−= xxxy という計算をすることができる。 ・ 1)2( 2 −−−= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最大値を求めることができる。 (4) xxy 32 2 −=  
・ 
8
9
4
3
232
2
2
−





−=−−= xxxy という計算をすることができる。 
・ 
8
9
4
3
2
2
−





−= xy のグラフを書くことができる。 
・ 与えられた関数の最小値を求めることができる。 15 次の関数の値域と最大値，最小値を求めなさい。 (1) 22xy = (1  x  2) ・ 1  x  2であるときの 22xy = のグラフを書くことができる。 (2) 22xy −= )21( x−  ・ 21 x− であるときの 22xy −= のグラフを書くことができる。 16 次の関数の最大値，最小値を求めなさい。 (1) 342 +−−= xxy  )01( x−  ・ 7)2(34 22 ++−=+−−= xxxy という計算をすることができる。 ・ 01 x− であるときの 7)2( 2 ++−= xy のグラフを書くことができる。 (2) xxy 42 2 += )12( x−  
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
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・ 2)1(242 22 −+=+= xxxy という計算をすることができる。 ・ 12 x− であるときの 2)1(2 2 −+= xy のグラフを書くことができる。 
17 次の条件を満たすように，定数 cの値を定めなさい。 (1) 関数 cxxy ++= 22 )21( x の最大値が 6である。 ・ 1)1(2 22 −++=++= cxcxxy という計算をすることができる。 ・ 21 x であるときの 1)1( 2 −++= cxy のグラフを書くことができる。 (2) 関数 cxxy ++−= 62 )61( x の最大値が 5− である。 ・ 9)3(6 22 ++−−=++−= cxcxxy という計算をすることができる。 ・ 61 x であるときの 9)3( 2 ++−−= cxy のグラフを書くことができる。 
18 長方形 ABCDの 2辺 AB，BCの長さの和が 20cmであるとき，このような長方形の面積を最大にする値を求めなさい。 ・ xAB = cmのとき， 0>x かつ 020 >− x に気付くことができる。 ・ xxy 202 +−= という式を出すことができる。 
19 次の条件を満たす放物線をグラフにもつ 2次関数を求めなさい。 (1) 頂点が点( 9,2 −− )で点( 9,1 )を通る。 ・ 頂点が点( 9,2 −− )のとき，求める2次関数を 9)2( 2 −+= xay と置くことができる。 ・ 9)2( 2 −+= xay のグラフが点( 9,1 )を通るとき， 9)21(9 2 −+= a となるということが理解できる。 (2) 直線 3=x を軸とし，2点( 15,0 − )，(2，1)を通る。 ・ 軸が直線 3=x のとき，求める 2次関数を qxay +−= 2)3( と置くことができる。 ・ qxay +−= 2)3( のグラフが点( 15,0 − )を通るとき， 
qa +−=−
2
)30(15 となるということが理解できる。 ・ qxay +−= 2)3( のグラフが点(2，1)を通るとき， 
qa +−=
2
)32(1 となるということが理解できる。 
20 2次関数のグラフが 3点(1，3)，(2，6)，(3，13)を通るとき，この 2次関数を求めなさい。 ・ 求める 2次関数を cbxaxy ++= 2 と置くことができる。 ・ cbxaxy ++= 2 のグラフに 3つの点(1，3)，(2，6)，(3，13)を代入して，計算することができる。 
21 （復習問題）次の 2次関数に最大値，最小値があれば求めなさい。  342 2 −+= xxy  
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
≦ ≦ 
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・ 5)1(2342 22 −+=−+= xxxy という計算をすることができる。 ・ 5)1(2 2 −+= xy のグラフを書くことができる。 ・ 与えられた関数の最小値を求めることができる。 22 （復習問題）2 次関数 mmxxy −+= 22 の最小値が 2− であるとき，m の値を求めなさい。 ・ mmmxmmxxy −−−=−−= 222 )(2 という計算をすることができる。 ・ 22 −−− mm という式を作ることができる。 23 （復習問題）aを定数とするとき，関数 axxy 22 −= )10( x のの最小値を求めなさい。 ・ 222 )(2 aaxaxxy −−=−= という計算をすることができる。 ・ 0<a であるときの 22)( aaxy −−= のグラフを書くことができる。 ・ 10 a であるときの 22)( aaxy −−= のグラフを書くことができる。 ・ a<1 であるときの 22)( aaxy −−= のグラフを書くことができる。 
 第 2章 2次関数 第 3節 2次方程式と 2次不等式 1 次の 2次方程式を解きなさい。 
(1) 0762 =−− xx  ・ )7)(1(762 −+=−− xxxx という計算をすることができる。 (2) 0654 2 =−+ xx  ・ )34)(2(654 2 −+=−+ xxxx という計算をすることができる。 2 次の 2次方程式を解きなさい。 
(1) 0432 2 =−+ xx  
・ 042 acb − であるときの 2 次方程式 02 =++ cbxax の解が
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= で与えられることを理解する。 
・ 
4
413
22
)4(2433
2
±−
=
×
−××−±−
=x という計算をすることができる。 
(2) 03114 2 =−+ xx  
・ 042 acb − であるときの 2 次方程式 02 =++ cbxax の解が
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= で与えられることを理解する。 
≦ ≦ 
≧ 
≧ 
≦ ≦ 
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 第 2章 2次関数 第 3節 2次方程式と 2次不等式 1 次の 2次方程式を解きなさい。 
(1) 0762 =−− xx  ・ )7)(1(762 −+=−− xxxx という計算をすることができる。 (2) 0654 2 =−+ xx  ・ )34)(2(654 2 −+=−+ xxxx という計算をすることができる。 2 次の 2次方程式を解きなさい。 
(1) 0432 2 =−+ xx  
・ 042 acb − であるときの 2 次方程式 02 =++ cbxax の解が
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= で与えられることを理解する。 
・ 
4
413
22
)4(2433
2
±−
=
×
−××−±−
=x という計算をすることができる。 
(2) 03114 2 =−+ xx  
・ 042 acb − であるときの 2 次方程式 02 =++ cbxax の解が
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= で与えられることを理解する。 
≦ ≦ 
≧ 
≧ 
≦ ≦ 
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・ 
4
1
42
)3(441111
2
=
×
−××−±−
=x ， 3− という計算をすることができる。 
(3) 09124 2 =+− xx  
・ 042 acb − であるときの 2 次方程式 02 =++ cbxax の解が
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= で与えられることを理解する。 
・ 
2
3
42
944)12()12(
2
=
×
××−−±−−
=x という計算をすることができる。 
3 次の 2次方程式を解きなさい。 
0423
2
=−− xx  
・ 0'2 acb − であるときの 2次方程式 022 =+′+ cxbax の解が
a
acbb
x
−±−
=
2
'' で与え
られることを理解する。 
・ 
3
131
3
)4(3)1()1(
2
±
=
−×−−±−−
=x という計算をすることができる。 
4 次の 2次方程式の実数解の個数を求めなさい。 
(1) 0532 2 =−− xx  ・ 2次方程式 02 =++ cbxax における acb 42 − を Dとするとき， 0532 2 =−− xx における Dを計算して， 0532 2 =−− xx の実数解の個数を求めることができる。 
 
2－3 解説プリントの内容の 1例 以下に授業で使用した解説プリントの内容の 1例を挙げる。 第 1章 数と式 第 1節 式の計算 1 次の単項式の係数と次数を求めなさい。 
32
yx−  （解答）係数 1− ，次数 5 （解説） yyyxxyx ×××××−=− )1(32 と表されるから， 32 yx− の係数は 
yyyxx ×××××− )1( の文字でないところに着目して 1− であり， 
32
yx− の次数は yyyxx ×××××− )1( の文字の個数を数えて 5である。  
  
≧ 
≧ 
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3．授業アンケートとその結果 
 
3－1 授業アンケートを行うにあたって 以下に挙げる第 1 回目の授業で行った解説プリントのアンケートから解説プリントの内容がわかれば数学を不得意と考える気持ちが薄れ，自ら学習に取り組むことができるようになると考えた。そこでわかりやすい解説プリントを作っていくために，以下にある第 2 回目以降の授業で行った解説プリントのアンケートの内容をほぼ毎回行い，解説が問題ごとにわかったかどうかを生徒に問うことにした。 
 
3－2 第 1回目の授業で行った解説プリントのアンケート 第 1回目の授業の終わりに，以下の項目で解説プリントのアンケートを行った。 ① 授業で使用した解説プリントはわかりましたか？ 
a. よくわかった  b. わかった  c. わからない  d. まったくわからない ② ①でどうしてそれを選んだか理由を具体的に教えて下さい。 ③ プリントをもとに自分で勉強が進められそうですか？ 
a. 進められる  b. 進められない ④ ③でどうしてそれを選んだか理由を具体的に教えて下さい。 
 
3－3 第 1回目の授業で行ったアンケート調査の結果 以下は第 1回目の授業で行ったアンケート調査の結果である。 
 ① a b c d 
25名 12名 1名 0名 
② a，bについての主な理由 ・ 途中の式が細かく書いてあったから。 ・ 解説がわかりやすいから。 ・ 計算の仕方だけでなく言葉で丁寧に説明してあったから。 ・ 先生の説明がていねいでわかりやすいから。 ・ 問題を解く前に詳しく説明してくれて後で解いて，さらに説明してくれた から。 
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3．授業アンケートとその結果 
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a. よくわかった  b. わかった  c. わからない  d. まったくわからない ② ①でどうしてそれを選んだか理由を具体的に教えて下さい。 ③ プリントをもとに自分で勉強が進められそうですか？ 
a. 進められる  b. 進められない ④ ③でどうしてそれを選んだか理由を具体的に教えて下さい。 
 
3－3 第 1回目の授業で行ったアンケート調査の結果 以下は第 1回目の授業で行ったアンケート調査の結果である。 
 ① a b c d 
25名 12名 1名 0名 
② a，bについての主な理由 ・ 途中の式が細かく書いてあったから。 ・ 解説がわかりやすいから。 ・ 計算の仕方だけでなく言葉で丁寧に説明してあったから。 ・ 先生の説明がていねいでわかりやすいから。 ・ 問題を解く前に詳しく説明してくれて後で解いて，さらに説明してくれた から。 
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・ わからない場合も解説を見たらわかりやすいから。 
cについての主な理由 ・ 説明が理解できなかった。 ③ a b 
36名 2名 
④ aについての主な理由 ・ どんな簡単な問題も細かく解説がかいてあったから。 ・ 解説が詳しく書いてあるのでわからなくても解説を見ればすぐにわかるので。 ・ 復習をする習慣が身につけられると思うから。 ・ 問題数が少ないので集中力を途切れることなく短時間でしっかりできそうだから。 ・ 問題を解いて，解説をノートに写して覚えられるように何度もやりたいと思ったから。 ・ わかりやすかったからやる気が出て進められると思う。 
bについての主な理由 ・ 難しそうだったから。 
 
3－4  第 2回目以降の授業で行った解説プリントのアンケート 第 2回目以降の授業で行った解説プリントのアンケートは各問題毎に，下のような形 式で行った。 
下記の質問で当てはまると思うものに○をつけてください。 解説はわかりやすかったですか？ 
A： とてもわかりやすかった 
B： わかりやすかった 
C： わからなかった 
D： 全くわからなかった 
 
3－5 第 2回目以降の授業のアンケート調査の結果 下の表は第 2回目以降の授業のアンケート調査の結果である。  
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第 1章 数と式 第 1節 式の計算 
問題 A B C D 
4  27 11 0 0 
5  26 12 1 0 
6  18 17 4 0 
7 
(1) 32 6 0 0 (2) 32 7 0 0 
8  31 8 0 0 
9  31 8 0 0 
10  27 11 0 0 
11 
(1) 29 9 0 0 (2) 28 9 0 0 (3) 28 9 0 0 (4) 29 8 0 0 
(5) 28 9 1 0 
12  19 19 0 0 
13  17 18 2 1 
14 
(1) 21 15 1 1 (2) 27 10 1 0 
15  22 15 1 0 
16  24 13 1 0 
17 
(1) 26 12 0 0 (2) 25 11 1 0 (3) 25 13 0 0 (4) 24 14 0 0 (5) 24 14 0 0 
(6) 18 17 3 0 (7) 19 13 4 1 
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第 1章 数と式 第 1節 式の計算 
問題 A B C D 
4  27 11 0 0 
5  26 12 1 0 
6  18 17 4 0 
7 
(1) 32 6 0 0 (2) 32 7 0 0 
8  31 8 0 0 
9  31 8 0 0 
10  27 11 0 0 
11 
(1) 29 9 0 0 (2) 28 9 0 0 (3) 28 9 0 0 (4) 29 8 0 0 
(5) 28 9 1 0 
12  19 19 0 0 
13  17 18 2 1 
14 
(1) 21 15 1 1 (2) 27 10 1 0 
15  22 15 1 0 
16  24 13 1 0 
17 
(1) 26 12 0 0 (2) 25 11 1 0 (3) 25 13 0 0 (4) 24 14 0 0 (5) 24 14 0 0 
(6) 18 17 3 0 (7) 19 13 4 1 
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18 
(1) 26 13 0 0 
(2) 17 19 3 0 (3) 26 13 0 0 
19 
(1) 16 20 3 0 (2) 19 18 2 0 
20  21 17 1 0 
21 
(1) 11 24 4 0 
(2) 12 23 4 0 
 第 2節 実数 
1 
(1) 27 11 0 0 (2) 27 10 0 0 
2  20 16 1 0 
3 
(1) 24 14 0 0 
(2) 25 13 0 0 (3) 16 20 2 0 
4 
(1) 27 9 1 0 (2) 24 10 2 1 
5 
(1) 27 10 0 0 (2) 29 8 0 0 
(3) 30 6 0 1 
6 
(1) 29 8 0 0 (2) 29 8 0 0 (3) 29 8 0 0 
7 
(1) 28 9 0 0 (2) 26 11 0 0 
8  28 8 0 0 
9 
(1) 33 5 0 0 (2) 34 4 0 0 
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10 
(1) 32 5 1 0 
(2) 33 5 0 0 (3) 35 3 0 0 
11 
(1) 33 4 0 0 (2) 32 5 0 0 (3) 31 7 0 0 (4) 28 9 1 0 
(5) 25 11 1 0 
 第 3節 1次不等式 
1 
(1) 33 6 0 0 (2) 31 6 0 1 
2 
(1) 27 11 0 0 (2) 27 11 0 0 
3 
(1) 36 2 0 0 (2) 36 2 0 0 (3) 36 2 0 0 
4 
(1) 31 6 0 0 (2) 32 5 0 0 (3) 32 5 0 0 
5 
(1) 33 3 0 0 (2) 31 5 0 0 (3) 28 8 0 0 
6 
(1) 27 9 0 0 (2) 22 14 0 0 (3) 22 14 0 0 
7  33 6 0 0 
8  33 5 1 0 
9  33 6 0 0 
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10 
(1) 32 5 1 0 
(2) 33 5 0 0 (3) 35 3 0 0 
11 
(1) 33 4 0 0 (2) 32 5 0 0 (3) 31 7 0 0 (4) 28 9 1 0 
(5) 25 11 1 0 
 第 3節 1次不等式 
1 
(1) 33 6 0 0 (2) 31 6 0 1 
2 
(1) 27 11 0 0 (2) 27 11 0 0 
3 
(1) 36 2 0 0 (2) 36 2 0 0 (3) 36 2 0 0 
4 
(1) 31 6 0 0 (2) 32 5 0 0 (3) 32 5 0 0 
5 
(1) 33 3 0 0 (2) 31 5 0 0 (3) 28 8 0 0 
6 
(1) 27 9 0 0 (2) 22 14 0 0 (3) 22 14 0 0 
7  33 6 0 0 
8  33 5 1 0 
9  33 6 0 0 
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10 
(1) 32 5 0 0 
(2) 29 8 0 0 (3) 25 12 0 0 (4) 26 9 2 0 (5) 24 11 1 0 (6) 24 10 3 0 
11  21 10 3 1 
12 
(1) 20 12 2 1 (2) 19 13 2 1 
 第 4節 集合と命題 
1 
(1) 38 0 0 0 (2) 38 0 0 0 
2 
(1) 37 1 0 0 
(2) 37 1 0 0 
3 
(1) 35 3 0 0 (2) 36 2 0 0 
4 
(1) 35 3 0 0 (2) 35 3 0 0 (3) 33 4 1 0 
5  33 2 0 0 
6 
(1) 36 0 0 0 (2) 36 0 0 0 
7 
(1) 36 0 0 0 (2) 36 0 0 0 
8 
(1) 30 6 0 0 
(2) 28 8 0 0 
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9 
(1) 35 1 0 0 
(2) 35 1 0 0 (3) 35 1 0 0 (4) 32 3 0 0 (5) 28 8 0 0 (6) 27 9 0 0 
10 
(1) 26 7 0 0 
(2) 27 7 0 0 
11  23 10 0 1 
12  22 12 0 0 
13 
(1) 19 13 1 1 (2) 21 13 1 1 
14 
(1) 19 13 3 1 
(2) 18 14 3 1 
15 
(1) 26 9 0 1 (2) 25 10 0 1 
16 
(1) 23 14 1 0 (2) 23 14 1 0 
17  22 14 2 0 
18  21 15 1 0 
19 
(1) 24 10 1 1 (2) 22 12 1 1 
20  18 16 1 1 
21  17 17 1 1 
 
  
68
68 
 
9 
(1) 35 1 0 0 
(2) 35 1 0 0 (3) 35 1 0 0 (4) 32 3 0 0 (5) 28 8 0 0 (6) 27 9 0 0 
10 
(1) 26 7 0 0 
(2) 27 7 0 0 
11  23 10 0 1 
12  22 12 0 0 
13 
(1) 19 13 1 1 (2) 21 13 1 1 
14 
(1) 19 13 3 1 
(2) 18 14 3 1 
15 
(1) 26 9 0 1 (2) 25 10 0 1 
16 
(1) 23 14 1 0 (2) 23 14 1 0 
17  22 14 2 0 
18  21 15 1 0 
19 
(1) 24 10 1 1 (2) 22 12 1 1 
20  18 16 1 1 
21  17 17 1 1 
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第 2章 2次関数 第 1節 2次関数とグラフ 
1  28 10 0 0 
2 
(1) 32 6 0 0 (2) 32 6 0 0 (3) 31 7 0 0 
3  28 9 0 0 
4 
(1) 22 14 1 0 (2) 22 14 1 0 
(3) 22 14 1 0 
5 
(1) 22 15 0 0 (2) 22 15 0 0 
6 
(1) 21 14 3 1 (2) 21 13 2 1 
7 
(1) 20 13 3 1 
(2) 20 13 3 1 
8 
(1) 16 16 4 1 (2) 17 15 4 0 
9 
(1) 26 9 0 0 (2) 26 9 0 0 
10 
(1) 25 10 0 0 
(2) 22 14 0 0 (3) 21 14 0 0 (4) 17 16 1 1 
11 
(1) 19 5 2 0 (2) 15 17 3 0 
12  18 15 2 2 
13  13 17 5 2 
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第 2節 2次関数の値の変化 
14 
(1) 21 16 0 0 
(2) 22 15 0 0 (3) 21 16 0 0 (4) 12 19 3 0 
15 
(1) 16 17 1 0 (2) 17 16 1 0 
16 
(1) 14 18 2 0 
(2) 14 18 2 0 
17 
(1) 12 20 2 0 (2) 17 13 4 1 
18  15 15 5 0 
19 
(1) 19 15 2 1 (2) 19 16 2 0 
20  20 14 1 1 
21  17 17 1 0 
22  11 20 2 3 
23  11 19 3 3 
 第 3節 2次方程式と 2次不等式 
1 
(1) 23 11 0 1 
(2) 17 16 0 2 
2 
(1) 26 9 1 0 (2) 27 8 1 0 (3) 27 8 1 0 
3  16 18 2 1 
4 (1) 18 13 3 3 
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第 2節 2次関数の値の変化 
14 
(1) 21 16 0 0 
(2) 22 15 0 0 (3) 21 16 0 0 (4) 12 19 3 0 
15 
(1) 16 17 1 0 (2) 17 16 1 0 
16 
(1) 14 18 2 0 
(2) 14 18 2 0 
17 
(1) 12 20 2 0 (2) 17 13 4 1 
18  15 15 5 0 
19 
(1) 19 15 2 1 (2) 19 16 2 0 
20  20 14 1 1 
21  17 17 1 0 
22  11 20 2 3 
23  11 19 3 3 
 第 3節 2次方程式と 2次不等式 
1 
(1) 23 11 0 1 
(2) 17 16 0 2 
2 
(1) 26 9 1 0 (2) 27 8 1 0 (3) 27 8 1 0 
3  16 18 2 1 
4 (1) 18 13 3 3 
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3－6 解説プリントの内容の改善 第 2 回目以降の授業のアンケートの結果では，解説プリントの内容がよくわかっている A の生徒の人数が所々変動している単元の箇所があることがわかった。そこで，A の数がクラスの半数以下の場合はクラスで解説プリントの内容を理解できている生徒が少ないととらえ，生徒がよく理解できなかった解説プリントの内容をとりだし，その部分の授業内容を振り返り，解説プリントの内容の改良すべき点を考えた。以下に生徒が良く理解できなかった解説プリントの実例とそれを改良したものを示し（3－6－1），その後で生徒がよく理解できなかった問題プリントの内容における問題の番号とその番号の問題に対応する解説プリントの内容での改良すべき点を挙げる（3－6－2）。 
 
3－6－1 生徒がよく理解できなかった解説プリントの実例とそれを改良したもの 実例 次の 2次方程式の実数解の個数を求めなさい。 
0532
2
=−− xx  (解答) 2個 (解説) 2次方程式 0532 2 =−− xx の判別式を Dとすると 
049)5(24)3(
2
>=−⋅⋅−−=D である。 よって 0532 2 =−− xx の実数解の個数は 2個である。 
 それを以下のように改善した。 次の 2次方程式の実数解の個数を求めなさい。 
0532
2
=−− xx  (解答) 2個 (解説) 2次方程式 02 =++ cbxax の acbx 42 − を Dとおくと 0>D のとき, 
0
2
=++ cbxax は異なる 2 つの実数解
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= をもつことになる。
従って，2次方程式 0532 2 =−− xx の判別式を Dとすると 
049)5(24)3(
2
>=−⋅⋅−−=D であるから， 0532 2 =−− xx の実数解の個数は 2個である。 
  
71
72 
 
3－6－2 生徒がよく理解できなかった解説プリントの内容の改良点 第 1章 数と式 第 1節 式と計算 6 xyxxy )32(32 −=− となることを示しておく。 
12 22))(( bababa −=−+ に Aa = と xb 2= を代入して， 22 )2()2)(2( xAxAxA −=−+ となるということを示しておく。 13 別の解法として 22 }3)2{()32( zyxzyx +−=+−  
22
)3()2(6)2( zyxzyx +−+−=  
2222
126494 zxyzxyzyx +−−++= を示しておく。 17 (6) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 6=ac ，
5−=bd ， 13=+ bcad を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 (7) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 2=ac ，
2
15ybd = ， ybcad 11−=+ を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 18 (2) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を使うことを確認する。 19 (1) ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ という式を使うことを確認する。 
  (2) ))((22 bababa −+=− という式を使うことを確認する。 21 (1) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 1=ac ，
)13)(32( −−= yybd ， 45 −=+ ybcad を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 
 (2) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 3=ac ，
)12)(2( −+= yybd ， )1(5 +=+ ybcad を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 
 第 2節 実数 3 (3) 0a のとき aa = となり， 0<a のとき aa −= となることを理解するために， 
11 = と )1(1 −−=− を示しておく。  第 3節 1次不等式 12 (2) 26 <−x を解く前に， 2<x の解き方を示しておく。  第 4節 集合と命題 13 (1) 必要条件や十分条件については集合の包含関係で解説しておく。 14 (1) 同値については集合の包含関係で解説しておく。 
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3－6－2 生徒がよく理解できなかった解説プリントの内容の改良点 第 1章 数と式 第 1節 式と計算 6 xyxxy )32(32 −=− となることを示しておく。 
12 22))(( bababa −=−+ に Aa = と xb 2= を代入して， 22 )2()2)(2( xAxAxA −=−+ となるということを示しておく。 13 別の解法として 22 }3)2{()32( zyxzyx +−=+−  
22
)3()2(6)2( zyxzyx +−+−=  
2222
126494 zxyzxyzyx +−−++= を示しておく。 17 (6) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 6=ac ，
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2
15ybd = ， ybcad 11−=+ を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 18 (2) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を使うことを確認する。 19 (1) ))(()(2 bxaxabxbax ++=+++ という式を使うことを確認する。 
  (2) ))((22 bababa −+=− という式を使うことを確認する。 21 (1) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 1=ac ，
)13)(32( −−= yybd ， 45 −=+ ybcad を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 
 (2) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を利用して解くときに， 3=ac ，
)12)(2( −+= yybd ， )1(5 +=+ ybcad を満たさない a，b，c，dの例も示しておく。 
 第 2節 実数 3 (3) 0a のとき aa = となり， 0<a のとき aa −= となることを理解するために， 
11 = と )1(1 −−=− を示しておく。  第 3節 1次不等式 12 (2) 26 <−x を解く前に， 2<x の解き方を示しておく。  第 4節 集合と命題 13 (1) 必要条件や十分条件については集合の包含関係で解説しておく。 14 (1) 同値については集合の包含関係で解説しておく。 
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 (2) 同値については集合の包含関係で解説しておく。 20 対偶を利用して与えられた命題が証明できる理由を書いておく。 21 背理法を利用して与えられた命題が証明できる理由を書いておく。  第 2章 2次関数 第 1節 2次関数とグラフ 6 (1) 22xy = のグラフを示しておく。 8 (1) 2次関数 22xy = のグラフや 2次関数 2)1(2 −= xy のグラフを示しておく。 (2) 2次関数 22xy −= のグラフや 2次関数 2)1(2 −−= xy のグラフを示しておく。 
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
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13 放物線 cbxaxy ++= 2 を x 軸方向に A，y 軸方向に B だけ平行移動した放物線は
cAxAxBy +−−−=− )(2)(
2 となることを解説しておく。 
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第 2節 2次関数の値の変化 
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15 (1) 22xy = のとき 1=x で 2=y となり， 2=x で 8=y となることを書いておく。  (2) 22xy −= のとき 1−=x で 2−=y となり， 2=x で 8−=y となることを書いておく。 
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19 (1) 求める 2 次関数を cbxaxy ++= 2 と置くのではなく qpxay +−= 2)( と置くことを確認する。 (2) 求める 2 次関数を cbxaxy ++= 2 と置くのではなく qpxay +−= 2)( と置くこと
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を確認する。 
21 222
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

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)(2 となることを書いておく。 
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





−





−=−
AA
xAxx に aA 2= を代入して計算すれば 
222
)(2 aaxaxx −−=+ となることを書いておく。 第 3節 2次方程式と 2次不等式 
1 (2) ))(()(2 dcxbaxbdxbcadacx ++=+++ という式を使って， 
)34)(2(654
2
−+=−+ xxxx となることを確認する。 
3  0'2 acb − であるときの 2 次方程式 022 =+′+ cxbax の解は
a
acbb
x
−±−
=
2
'' となる。
このことを使うとき与えられた 2次方程式の a，b´，cの値を確認しておく。 
4  (1) 2次方程式 02 =++ cbxax の acb 42 − を Dとおくと， 0>D のとき， 02 =++ cbxax
は異なる 2つの実数解
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= をもつことになるということを示しておく。 
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4． 研究授業 
 
4－1 前期研究授業 前期研究授業で行った補集合の内容についての学習指導案を次に示す。 
平成 26年 6月 16日(月)3時限目 学習指導案 (一部抜粋) 
時間 学   習   活   動 指導上の留意点  
5分 補集合について学ぶ。 
集合 =U {1，2，3，4，5，6}に対して，Uの部分集合
=A {1，2，3}， =B {3，6}を考える。このとき，最大の集合 Uを全体集合というが，Aが Uの部分集合のとき，U の要素で，A には属さない要素全体の集合を Uに関する Aの補集合といい，�̅で表す。従って， 
A¯ = {4，5，6}であり， 
A⋃B= {1，2，3，6}であるから， 
A⋃B¯¯¯¯= {4，5}である。 
 
① 補集合の意味を理解させる。 
 
 
 
 ② 図から A¯と A⋃B¯¯¯¯が求められるようにする。 
 
上の学習指導案からわかるように学習活動の内容は 5 分間で説明するところであったが，授業記録で見ると実際は 9分間かかっていたことがわかった。 そこで 9分間の内わけを見ると教師の説明が 8分 20秒で，生徒とのやり取りが 40秒であった。ここでは生徒に補集合について理解させるために同じ言葉を繰り返してしまい時間が長くなったと考えられる。 
4－2 中期研究授業 前期授業では教科書の説明が長くなると，学習に意欲的でない生徒が出てくることがあった。そこで中期研究授業では教科書の内容を簡単に説明し，プリントで演習するこ
U 
A 
B
1 
2 
3 
4 
5 
6 
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とにした。そして，問題プリントの 3～4問中の 1，2題は，3，4人のグループで十分に時間をとって解かせ，発表させた。 次に中期研究授業で行った 2 次関数の最大値や最小値があれば求めるという内容についての学習指導案と授業記録および板書内容を示す。 平成 26年 9月 25日(木)3時限目 学習指導案 (一部抜粋) 
時間 学   習   活   動 指導上の留意点  
15分 プリントの問題を解く。（グループでの解決） 14 次の2次関数に最大値や最小値があれば求めなさい。 (4) xxy 32 2 −=  （解） xxy 32 2 −= を変形すると次のようになる。 

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
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
−=−= xxxxy
2
3
32
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
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
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x  
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3
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−





−= x  
8
9
4
3
2
2
−





−= xy は下に凸， 
頂点は 





−
8
9
,
4
3 ， 0=x のとき 0=y より y軸と
の交点は（0，0）であり，グラフを書くと下図のようになる。 0=x  
 
① グラフを用いて，
qpxay +−=
2
)( の最大値と最小値が求められることを知らせる。 
 ② グループ学習を見守り，教えることはしない。（5分） 
 ③ 机間巡視を行い，ヒントを与える。（5分） 
 ④ 生徒に答えを発表させる。（5分） 
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上図より，y は
4
3
=x で最小値
8
9
− をとり，最
大値はない。 
 
 ◎ 授業記録 (一部抜粋) ※<注 1>と<注 2>は下記の板書を参照。 
 4 分 T 7  えーそれではえー，今プリントを配りましたがー昨日の復習です。えーグループ学習でやってみたいと思いますので昨日のように机を合わせて下さい。では合わせて下さい。それでは。 
   S  (机移動) 
 5  T 8 それでは話し合ってやって下さい。 
 6  S  (グループ話し合い) 
     ・・・・・・略・・・・・・ 
 17  S 10 はい，それでは 2 番やめて黒板の方見て下さい。はい，話やめてね。… 先ほどの空いておるところに数を入れるとまあ分数が出てくるんだが，<注 1>一番下の形になります。従ってもしこのような変形ができたとするとここのところですね。どうなるかということなんだけど(板書)いいですか…じゃあここちょっと聞きましょうか。昨日と一緒ですね。じゃあどうでしょう。Mさんどうだ。<注 2>ここは。(上に凸か下に凸かの意味) 
   M 11 上。 
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   T 12 ここは何が入りますか。(上に凸か下に凸かの意味) 
   M 13 上。 
   T 14 えーと，上に凸ということ。 
   M 15 はい。 
   T 16 そうするとグラフはこうなるよ。（∩の意味） 
   M 17 あ，下。 
 18  T 18 はい，そうだな。 
◎板書内容 
この研究授業の反省点としては，上の学習指導案の指導上の留意点からわかるように生徒に答えを表させる時間は 5 分間であったが，授業記録をみると生徒とのやり取りが 17分～18分の 1分間であったという点が挙げられる。授業記録の<注 1><注 2>は板書内容の<注 1>と<注 2>のところを指すが，<注 2>の後の部分の学習内容の理解を深めるために生徒の発表の時間を長くとることが必要だと考えられる。 
  
(4) xxy 32 2 −=  (解) xxy 32 2 −= を変形すると次のようになる。 






−=−= xxxxy
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3
232
22
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−= x  <注 1> 
8
9
4
3
2
2
−





−= xxy は（  ）に凸, <注 2> 
頂点は（   ，  ）， 0=x のとき 0=y より y軸との交点は（   ，  ）であり，グラフを書くと下図のようになる。 
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4－3 後期研究授業 少人数のグループ学習の結果，生徒の内容理解が進んだ。そこで後期研究授業はグループ学習は継続しつつ，生徒に板書ののち説明をさせ，学習内容の理解を深めさせる方法をとった。 次に後期研究授業で行った 2次方程式の内容についての学習指導案と授業記録を示す。 
 平成 26年 10月 30日(木)3限目 学習指導案 (一部抜粋） 
時間 学   習   活   動 指導上の留意点  
15分 
 
 
プリントの問題を解く。 □2  次の 2次方程式を解きなさい。 (3) 09124 2 =+− xx  
(解) 
a
acbb
x
2
4
2
−±−
= に，a＝4， 
12−=b ， 9=c を代入して， 
42
944)12()12(
2
×
××−−±−−
=x  
8
14414412 −±
=  
2
3
=  
① 2 次方程式の解の公式を利用して，2次方程式の解が求められことを知る。 ② グループ学習させる。 (生徒板書) 
(生徒説明) 
 ◎ 授業記録（一部抜粋） 
  29分 S  (グループで話し合い) 
  30 T  (板書) 
 ～32 T  (机間巡視) 
  33 T 13 はい，ほじゃあちょっと話し合いやめて下さい。時間が短いようですけども，はい，ちょっと話やめてよ。…驚いたことにかなり計算が速くてほとんどの人ができているように感じました。従って，時間が短いようですけども，えー3 番の方に入りたいと思います。じゃあまた一人やってくれるかな。 
  34    当てますよ。じゃあ，H さんどうだ。前に出て来てちょっと
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  34    当てますよ。じゃあ，H さんどうだ。前に出て来てちょっと
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やって… 
    H  (板書) 
  35  T   はい，あのー今やってもらったということでじゃ折角ですので，説明しもらいましょう。聞いとって下さい。ちょっとお願いします。説明。 
    H 14 … 
    T 15 こういうふうでいいよ。自分の思った通りに言ってくれりゃ。ちょっと聞いとってよ，みんな。 
    H 16 公式に 4と    と 9あてはめて，で，このルートの中を計算
して 0になったから 0をとって，
8
12 になって約分，で… 
    T 17 はい，ありがとう。今あの Hさんのほうで黒板の方やってもらいましたけども何か自分はこういうふうに考えたとか，ここはどうですか，というところはないですか。どうでしょう… 
  36  先生が今まわっておったらかなり
2
3という答えを多く見ました。ではみて
きますね。 
 上のように授業記録で見ると学習指導案の解答の内容を生徒は板書し，筋道を立てて説明することができた。 
 
4－4 授業研究の振り返り 前期研究授業は生徒に詳しく説明すればわかってくれるという思いから，時間を延長して解説してしまう時があった。これは，教える側のある意味一方的な接し方であり，生徒は受身の形で授業に参加しているだけであった。これでは，教師が生徒は理解したと思っていても，生徒は理解してない可能性がある。実際，若干授業中集中力を欠く生徒もいた。 そこでこのようなことが起こらないように，前期研究授業のことをふまえ，中期研究授業では教科書の内容の説明が長くならないように注意した。また 3，4人単位のグループ学習を取り入れ，話し合わせた後，生徒に発表させることで，クラスのみんなが集中
12−
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して取り組む授業を心掛けた。その結果，グループで話し合わせることによって，各自が与えられた問題に各々取り組んだり，周りと教え合ったりするなどの成果が得られた。しかし，グループで話し合いの後の発表については，答えさせる時間が短くクラスの生徒の理解が深められる内容まで届かなかった。そこで中期研究授業の結果から，クラスの生徒の学習内容の理解を深めるために時間を長めに取るような，板書による発表もよいと考えた。 中期研究授業でやったようにグループ学習をすることによってクラスは活気がでて，授業に集中して取り組むことができるので，後期研究授業はこれを活かすことにした。また，クラスの生徒の学習内容の理解を深めるために板書による発表を取り入れることにした。その結果，問題の解答を板書し，その説明を行った生徒は自信を持って発表し，周りの生徒も集中してその発表を聞いており，グループ学習の後に，生徒に板書を用いて発表させることが授業の進め方としてひとつの方向性になることがわかった。 
 
5．補助教材の授業に関する考察 
 
5－1 補助教材の授業での活用 補助教材の問題プリントの授業での活用については，平成 26年 10月 30日（木）3限目に行った後期研究授業の授業記録から，生徒が問題プリントに取り組んでいることがわかり，活用することで生徒は知識の確認ができ，問題を解くことができたときには自信がつくということがわかった。 また，授業で行った解説プリントのアンケートの結果において「とてもわかりやすかった」と「わかりやすかった」の合計が毎回の授業で多数を占めていることから，補助教材の解説プリントが活用されるためには，授業での解説プリントの内容の説明が効果的であったということもわかった。 
 
5－2 補助教材を授業で使用したときの感想 授業は基本的に補助教材用の問題を 3 題程度使って行い，問題がやさしい場合は問題数を増やしたり問題が難しい場合は問題数を減らしたりした。 問題数が多いときには，何とか授業時間内に終わらせようと説明を急いでしまう場合があり，その時に生徒は十分理解できていたかということになると疑問が残った。また問題数が少ないときには説明の部分が長くなって，生徒にとっては集中力を欠く場面も
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あったように思われる。 さらに，補助教材の問題を解けば単元の学習内容のポイントを理解できるという思いから，補助教材の問題の解き方を授業の始めに教えてしまうということもあった。この場合，問題の解き方については理解できるが，教科書の全体的な学習内容の理解が不十分になってしまったのではないかという不安が残った。 また，補助教材を授業で使用したときに改良した方がよいという点については，所々で改良し補っていったが，補助教材を授業で日々使用することによって，自分も学習内容のポイントがよくわかり，計画的に学習することの大切さがわかってきた。 
 
6．今後の授業の進め方 今回の中・後期の研究授業のグループ学習について生徒の意見として次のような感想が多く得られた。 ・ 楽しかった。 ・ 自分がよくわからない部分を教えてもらったり，逆にわからないところを教えることができ，協力することができたのでよかった。 ・ グループの中でわからない人が説明して理解できるようになって，自分もよい復習になった。少しつまずいてもヒントが人からもらえたのですごく助かり問題がときやすかった。 ・ いろんな意見を言ったり聞いたりできたのでよかった。コミュニケーションもとれるのでよかった。 上のことからわかるように，問題によってはグループ学習の方が教師が生徒に一方的に説明する授業より効果的であると思われる。従って，今後の授業の進め方としては，グループ学習と問題との相性を調べ，グループ学習と問題の相性がよければグループ学習を導入して実践していくつもりである。 
 おわりに 今回の補助教材を使った授業はどのようなものであっただろうか。生徒に基礎力をつけてもらうために，教科書にある問題を変え精選して補助教材を作り，それを使用して授業を行う日々を積み重ねた。授業で問題を解説するときには解説プリントを用いて生徒に説明していったが，生徒が理解することが大切である解説プリントの作成は容易ではなかった。生徒がそれを見たときにあまり説明文が長くなっても短すぎても内容が理
83
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解できないということになるからである。しかし私自身，毎時間ごとにプリントを作り授業を行うことは大変であったものの，その日に授業をする内容がプリントにまとめてあるので，それを用意してクラスにいくのは楽しいものであった。 その一方で，本当に生徒に力がついたかどうかについては疑問が残る。その場で仮にわかったような感じであっても，テストで解けないという場合も考えられるからである。そこで本当の意味で生徒が数学を自分のものとし，学習していくにはどうしたらよいかということを考えなければならない。例えば復習については，その日の授業で取り組んだ解説プリントを利用して学習する。そうすることによって仮にわからないところができても解説プリントに印をつけ，授業のある日に質問して理解できれば，それが自信に結び付くと考えられる。また予習にしても，勉強したところがわからなければ次の授業の解説プリントはどういう内容になるのだろうかと自ら考えることによって学習に興味がわくと思われる。しかし，もしこれらのことが生徒自身でなされていないとすると，それは例えば解説プリントが生徒にとってつまらないものであったということになるかもしれない。 そこで今後は，まずグループ学習と問題との相性を調べ，その上で生徒が興味を持ってすぐ利用できるようなわかりやすい解説プリントを作成していきたいと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
――――――――――――――――― 
1
 以下の 2つを参考にした。 
新編 数学Ⅰ［数Ⅰ 312］ 教授資料 数研出版 
チャート研究所 2011年 新課程 チャート式 R 基礎と演習 数学Ⅰ＋A 数研出版 
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